二大政党に圧倒的に有利な選挙状況の中で、私たちはこれを是正するために、どのような投票行動を取ったらよいのでしょうか？　その答えは

ゆがみ解消期待選挙区では、平和希求ミニ政党やそのような考え方をする立候補者に、無条件で投票してあげることです。[行動提起①]

政権交代を望む人で、死票が膨大に出てしまう現行の諸々の選挙制度のゆがみを直したいと思っている人は、次のような考え方で、[行動提起①]のような投票行動を取ってください。

「ゆがみ解消期待選挙区」では、どこに、誰に投票したらよいのか悩んでしまったらだめです。民主党や他の野党の政策の違いについて考えることは必要だとしても、民主党の政策が最も優れていると思ったとしても、この「選挙区」では民主党的な所に投票してはいけないのです。「そんなバカな、自分で考えて良いと思った所に投票するなって・・・いったいどうしてなの？自分の考えを自分で行動に移して、なぜいけないの？」
今、日本の世の中は、すべて「二大政党制を国民に定着させよう」という権力者集団や、マスメディアの意志によって社会運営がなされているのです。そのような状況下にあって、私たち自身の考え方は、もうすでに「二大政党制は良いものだ」と、すでにマインドコントロールされてきているのです。

その証拠に、日本共産党や社民党や川田龍平参議院議員のマニフェストや主張に対して、「かなり良い政策を出しているなあ」と考える国民であっても、彼等に投票する人は極めてわずかなのです。

それは政策が悪いのではなく「二大政党制」からはずれるからなのです。さらにはもし立候補したとしても、民主党の足をひっぱり、自民党候補者の当選につながりかねない「利敵行為」になるので、これらのミニ政党は必要以上に嫌われる邪魔な存在として、いつの間にか国民には刷り込まれているのです。
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二大政党に有利な選挙制度を是正するという大きな目的のためには、悩まずに「行動提起①」を実行してください。自らのマインドコンロトールを解き放つためには、平和希求ミニ政党に投票を集中させて、民意が反映された、国民世論の縮図となる議会を作り上げることが、すべての世直し行動の出発点でもあるのです。
衆議院の完全小選挙区制をめざしている
と思われる民主党の考え方を改めさせて
完全比例代表制の早期実現のためには
むやみに無批判的に民主党に投票しない
という国民の自主的な戦略的（熟議）
投票が不可欠なのです。
２００７年１１月２３日
（文責）　田口　房雄


こんな


虚しい


叫びは、


もう


聞きたくない





9. 国会議員定数の1割以上削減


政権選択が可能な選挙を実現するためには、小選挙区選挙をより重視すべきであり、また、厳しい財政状況を考えても、国会議員には率先して効率化に努めることが求められています。このような観点から、民主党は衆議院の比例議席１８０中、８０議席の削減を提案しており、こうした内容を盛り込んだ「公職選挙法の一部を改正する法律案」を提出しました。（2007.7.9発行民主党マニフェスト）





小選挙区制である大阪市長選の結果を見て、国民は何を考えるでしょうか・・・





●　民主党推薦の候補者が勝ってよかったね


●　共産党推薦の候補者に、たくさんの票が集まらなくてよかったね。あと5万票余分に票を集めていたら・・・ニッコリ笑うのはだれ？





比較的国民から支持されるような、弱者救済の政策を推進していても、いつもこのように首長選挙や小選挙区ではのけ者扱いされる日本共産党。





民主党とは考え方が大きく異なっていても、おはずかしい程の票しか取れないし、民主党候補の足をひっぱるだけの、死票の山をさらに高くするだけなので、あえて立候補を止める、その他の平和希求のミニ政党。





このような良心的なミニ政党の政治的実力が不足しているのではないのです。民意の集約を優先した小選挙区制（首長選挙を含む）がいけないのです。民意を反映させた、国民世論の縮図となる議会を一日も早く成立させるためには、どのような方法があるでしょうか？





新しい造語を紹介します。


ゆがみ解消期待選挙区


・衆議院・参議院の比例区


・参議院地方区での２人区以上の区


・都道府県議会の２人区以上の区


・市町村区議会選挙








二大政党有利選挙区


・衆議院小選挙区・参議院地方区のすべて


・都道府県議選のすべて


・市町村区議選挙のすべて


・知事など首長選挙のすべて


つまり逆にいうと、衆・参の比例区以外のすべて





ヨーロッパ諸国は、国会だけでなく


地方議会も比例代表制選挙で


首長の権限は極めて弱いので


首長選挙を廃止している国が多い。





←この制度を良しとして、日本に導入するためには


平和希求ミニ政党にも活路を与えよう！そのために


政権交代の必要以上には


民主党に投票しない決意が大切です。











